


『住み慣れたまちで自分らしく生きる

～高齢者が輝く やさしさつながるまちひかり～』の実現に向けて

本市では、平成 24年度を地域包括ケア元年と位置付けて

以降、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし続けるこ

とができるよう、市民の皆様、関係団体等の皆様のご理解

とご協力をいただきながら、医療や介護を含めた生活を支

える様々なサービスを包括的かつ継続的に提供できる地域

包括ケアシステムを構築するとともに、その深化・推進に

システムの更なる深化・推進に取り組んでまいります。

令和６年３月

光市長  

私たち行政はもとより、市民や地域、事業所など「オールひかり」でつながる

皆様方には、地域包括ケアシステムの貴重な担い手として、なお一層のご支援と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

終わりに、本計画の策定にあたり、貴重なご意見、ご提言をいただいた「光市

高齢者保健福祉計画等策定市民協議会」をはじめ、議会、並びに関係者の皆様に

心からの感謝を申し上げます。 

市 川  熙 

着実に取り組んでまいりました。 

こうした中で、我が国の将来を見通しますと、生産年齢人口の減少が加速する

中で、2025 年に団塊の世代が 75 歳以上に、2040 年にはいわゆる団塊ジュニア世

代が 65歳以上になるなど、高齢化が更に進むことが見込まれています。 

一方で、本市においては、平成 30 年度をピークに高齢者数は減少に転じ、後期

高齢者数も近い将来減少に転じることが見込まれます。しかしながら、介護ニー

ズの高い 85歳以上人口は、今後も増加が見込まれるため、これまで以上に中長期

的な視点に立った取組が求められます。 

こうしたことから、本計画においては、上位計画である第３次光市総合計画と

同様に、2040 年を展望した施策展開を図るとともに、第８期計画から継承したキ

ーワード「つながり」「場づくり」を踏まえて、新たな将来像として『住み慣れた

まちで自分らしく生きる～高齢者が輝く やさしさつながるまちひかり～』を掲

げることといたしました。今後は、この計画に基づき、認知症基本法の制定や介

護現場における生産性向上の推進などの変化を捉えながら、本市の地域包括ケア
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